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串
原
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
楽

し
く
話
し
な
が
ら
恵
那
の
名
産

「
栗
き
ん
と
ん
」
を
一
緒
に
作

り
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

１０
月
１３
日
㈯
午
後
１

時
―
４
時

□
と
こ
ろ　

結
の
炭す

み

家か

（
串
原
）

□
料
金　

５
０
０
円

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
О
法
人
奥
矢
作

森
林
塾
志
５
２
―
２
２
１
７

　

上
矢
作
町
の
「
弁
慶
杉
を
守

る
会
」で
は
、作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

春
の
突
風
で
大
枝
が
落
下
し

た
県
の
天
然
記
念
物
「
弁
慶
ス

ギ
」
の
周
辺
整
備
を
、
清
流
の

国
ぎ
ふ
地
域
活
動
支
援
事
業
と

し
て
行
い
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
１７
日
㈬
午
前
１０

時
―
午
後
３
時
（
小
雨
決
行
、

天
候
不
良
の
場
合
は
翌
日
に
順

延
）

□
集
合　

午
前
９
時
半
に
上
矢

作
振
興
事
務
所
に
集
合

□
内
容　

弁
慶
ス
ギ
周
辺
の
落

下
物
の
片
付
け
、
木
道
の
修
復

□
締
め
切
り　

１０
月
１２
日
㈮
午

後
５
時

　
　
　
　

弁
慶
杉
を
守
る
会

（
上
矢
作
振
興
事
務
所
内
）
志

４
７
―
２
１
１
１

□
と
き　

１０
月
２１
日
㈰
午
後
１

時
―
５
時

□
と
こ
ろ　

明
智
か
え
で
ホ
ー

ル□
料
金　

▽
前
売
り
券
＝
大
人

５
０
０
円　

▽
当
日
券
＝
大
人

１
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
は

無
料
）

□
入
場
券
の
販
売　

明
智
か
え

で
ホ
ー
ル
、
日
本
大
正
村
役
場

他
で
販
売
中

　
　
　
　

㈶
日
本
大
正
村
志
５

４
―
３
９
４
４

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き　

１１
月
１
日
㈭
、
２３
日

㈮
、
２７
日
㈫
、
２９
日
㈭
午
前
９

時
半
―
１１
時
半
（
全
４
回
）　

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

と
７

セ
ブ
ン

を
使
い
、
文
字
入
力
や
マ

ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方

な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金　

▽
受
講
料
＝
７
０
０

円　

▽
テ
キ
ス
ト
代
＝
１
０
５

０
円

【
筆
ぐ
る
め
と
筆
ま
め
、
筆
王

を
使
っ
た
年
賀
状
講
座
】

□
と
き　

１１
月
８
日
―
２９
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
―

３
時
（
全
４
回
）

□
対
象　

９
月
―
１０
月
の
年
賀

状
講
座
を
受
講
し
た
方

□
内
容　

筆
ぐ
る
め
や
筆
ま

め
、
筆
王
の
ソ
フ
ト
を
使
い
、

は
が
き
の
表
面
と
裏
面
を
作
り

ま
す
。

□
料
金　

▽
受
講
料
＝
１
０
０

０
円　

▽
テ
キ
ス
ト
代
＝
１
５

０
０
円
程
度

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
期
間　

１０
月
１１
日

㈭
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

１０
月
２４
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

恵
那
を
拠
点
に
し
た
、
地
域

密
着
型
の
演
劇
集
団
の
創
立
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
共
に
経
験

は
不
問
で
す
。
一
緒
に
楽
し
い

芝
居
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

１０
月
２２
日
㈪
、
２７
日
㈯
に
は
参

加
希
望
者
を
対
象
に
簡
単
な
会

議
を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

柘
植
那
実
香
志
０
９

０
―
４
２
３
５
―
１
６
９
６

　

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
発
生
す

る
緊
急
時
に
備
え
、
非
常
食
や
飲
料

水
、
毛
布
、
電
灯
な
ど
の
備
蓄
品
は

十
分
に
用
意
し
て
い
ま
す
か
。

　

も
し
イ
ン
フ
ラ
な
ど
が
大
き
な
被

害
を
受
け
た
場
合
に
、
現
在
の
備
蓄

で
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
持
ち
こ
た

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

（
匿
名
・
岩
村
町
）

　

３
月
末
現
在
、市
内
に
は
、

地
震
や
暴
風
雨
な
ど
の
緊
急

時
に
備
え
、
市
有
施
設
や
指
定
避
難

所
な
ど
５４
カ
所
に
防
災
備
蓄
倉
庫
が

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
本
年
度
も
、

避
難
場
所
な
ど
２０
カ
所
に
新
し
く
防

災
倉
庫
を
設
置
し
ま
す
。

　

防
災
備
蓄
倉
庫
に
は
、非
常
食（
ア

ル
フ
ァ
米
）
や
保
存
水
、炊
飯
用
具
、

毛
布
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
ス
ト
ー
ブ
、

照
明
器
具
、
発
動
発
電
機
、
簡
易
ト

イ
レ
、救
出
救
助
用
具
な
ど
を
保
管
。

非
常
時
に
備
え
て
、
市
内
に
は
、
食

料
約
１
万
２
６
０
０
食
、
保
存
水
約

８
３
０
０
㍑
、
毛
布
約
６
０
０
０
枚

な
ど
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
備
蓄
品
を
増
や
し
て
い

き
ま
す
が
、
全
市
民
に
、
食
料
や
水

を
供
給
す
る
に
は
十
分
な
量
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
他
の
自
治
体

や
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
と
飲
食
料

の
供
給
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、
災

害
対
策
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
、
飲
食
料
を

最
低
３
日
分
（
水
は
一
人
１
日
３

㍑
）、
着
替
え
や
毛
布
、
医
薬
品
な

ど
を
備
蓄
し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
や
、
隣

近
所
で
助
け
合
う
「
共
助
」
を
心
掛

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
防
災
情
報
課
）

佐
藤
一
斎
特
別
展

　

こ
と
し
は
、
佐
藤
一
斎
が
生

ま
れ
て
か
ら
２
４
０
年
目
の
年

で
す
。
言
志
祭
に
合
わ
せ
て
、

一
斎
に
関
す
る
書
籍
や
び
ょ
う

ぶ
、
書
簡
、
日
記
な
ど
を
展
示

す
る
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
間　

１０
月
２
日
㈫
―
１１
月

１１
日
㈰
午
前
９
時
―
午
後
５
時

□
と
こ
ろ　

岩
村
歴
史
資
料
館

□
料
金　

▽
一
般
＝
３
０
０
円

▽
シ
ル
バ
ー（
６５
歳
以
上
）＝
２

０
０
円　

▽
高
校
生
以
下
＝
無

料第
１６
回
言
志
祭

　

佐
藤
一
斎
の
業
績
を
顕
彰

し
、
そ
の
教
え
を
学
ぶ
第
１６
回

言
志
祭
～
佐
藤
一
斎
ま
つ
り
～

を
開
催
し
ま
す
。

□
日
に
ち　

１０
月
２０
日
㈯

□
顕
彰
祭　

▽
時
間
＝
午
前
１０

時
―
１１
時　

▽
と
こ
ろ
＝
岩
村

城
藩
主
邸
跡
（
雨
天
の
場
合
は

岩
村
コ
ミ
セ
ン
）

□
記
念
講
演
会　

▽
時
間
＝
午

後
１
時
半
―
３
時　

▽
と
こ
ろ

＝
岩
村
コ
ミ
セ
ン　

▽
講
師
＝

近
藤
正
則
氏
（
岐
阜
女
子
大
学

教
授
）　

▽
演
題
＝
言
志
録
の

意
味
深
長

□
料
金　

無
料

　
　

佐
藤
一
斎
顕
彰
会
（
鈴
木

隆
一
）
志
０
９
０
―
８
１
３
５

―
２
４
２
１
、
岩
村
歴
史
資
料

館
志
４
３
―
３
０
５
７

　

登
り
窯が

ま

フ
ェ
ア
で
は
、
地
元

の
特
産
品
販
売
や
、
東
北
支
援

の
物
産
展
、
陶
土
を
使
っ
た
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

１０
月
１１
日
㈭
午
後
７
時
か
ら
１４

日
㈰
に
か
け
て
は
、
徹
夜
で
登

り
窯
焼

し
ょ
う

成せ

い

を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
１４
日
㈰
午
前
１０

時
半

□
と
こ
ろ　

山
岡
陶
業
文
化
セ

ン
タ
ー

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り

山
岡
志
５
６
―
３
９
２
１

　

市
民
三
学
山
岡
委
員
会
で

は
、
市
民
三
学
運
動
の
一
環
と

し
て
、
山
岡
の
城

じ
ょ
う

跡し

と
戦
国
ロ

マ
ン
を
追
う
ハ
イ
キ
ン
グ
と
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
さ

と
の
城
跡
を
巡
り
、
中
世
の
祖

先
の
暮
ら
し
な
ど
、
地
域
の
歴

史
を
学
び
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
１３
日
㈯
午
前
９

時
―
午
後
３
時
半

□
と
こ
ろ　

公い

孫ち
ょ

樹う

会
館
（
山

岡
町
釜
屋
）
集
合

□
講
演　

▽
講
師
＝
中
野
正
明

氏
（
市
生
涯
学
習
講
師
）　

▽

演
題
＝
伝
承
、
釜
屋
・
上か

み

手と
う

向げ

城
攻
防
戦
を
歩
く
（
非
常
時
の

村
の
危
機
管
理
）

□
料
金　

無
料

　
　

山
岡
コ
ミ
セ
ン
志
５
６
―

２
６
１
８

　

こ
と
し
か
ら
、
１０
月
の
第
２

日
曜
日
に
民
芸
保
存
会
に
よ
る

市
指
定
無
形
文
化
財「
剣
の
舞
」

を
奉
納
し
ま
す
。「
笠
踊
り
」

も
に
ぎ
や
か
に
舞
い
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
１４
日
㈰
午
後
１

時
半

□
と
こ
ろ　

蘇そ

原は
ら

神
社
境
内

（
笠
置
町
毛
呂
窪
）　

□
内
容　

笹
踊
り
、
剣
の
舞
、

笠
踊
り
、
餅
投
げ

　
　

祭
典
実
行
委
員
長
（
古
田

忠
利
）
志
２
７
―
３
５
１
６

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲防災倉庫に備えている毛布や水、食料など

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

▲市無形民俗文化財の
「剣の舞」

▲大枝が落下した弁
慶スギ

▲ふるさとのうた最優秀賞の
「人＋人（にんじん）」も出演

▲資料館には一斎の
肖像画なども展示

▲子どもたちに人気の宝探し

戦
国
ロ
マ
ン
を
追
う
ハ

イ
キ
ン
グ
と
講
演
会

登
り
窯
フ
ェ
ア
を
開
催

佐
藤
一
斎
生
誕
２
４
０
年

第
１６
回
言
志
祭
を
開
催

恵
那
の
名
産

栗
き
ん
と
ん
作
り

笠
置
町
毛
呂
窪
の
祭
り

で「
剣
の
舞
」
を
奉
納

パ
ソ
コ
ン
の
１１
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

弁
慶
ス
ギ
周
辺
整
備
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

緊
急
時
に
備
え
た
備
蓄

品
は
十
分
あ
り
ま
す
か

問

問

問問

ふ
る
さ
と
う
た
の
日
カ
ー

ニ
バ
ル
２
０
１
２

申
・
問

申
・
問

申
・
問

地
域
密
着
型
演
劇
集
団

の
メ
ン
バ
ー
を
募
集

申
・
問

申
・
問


